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　10 月から勤務になりました、脳神経外科の高道美智子と申します。これまでは
主に京都市内の病院で勤務していました。木津川市には今回初めて来て土地勘が
ないので、みなさんからいろいろと教えていただけると助かります。これまでも
主に市中の病院で、脳卒中や救急などの疾患を中心に診療を行っていました。地
域の皆さんと病院に貢献できるように頑張りますのでよろしくお願いいたします。

　
「
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。」

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
豪
雨
・
ス
ー

パ
ー
台
風
・
竜
巻
・
御
獄
山
の
噴
火
と
、
わ
が

国
が
災
害
大
国
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
小
生
の
出
身
地
福
知
山

で
も
８
月
17
日
未
明
よ
り
豪
雨
が
あ
り
市
街
の

広
い
範
囲
が
水
没
い
た
し
ま
し
た
。
八
方
塞
が

り
で
し
た
が
、
何
と
か
脱
出
で
き
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
一
方
で
は
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
な
ど
国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
も

多
く
、
テ
ニ
ス
で
の
錦
織
圭
の
大
躍
進
が
印
象

的
で
し
た
。

　

さ
て
本
年
は
乙
未
（
き
の
と
ひ
つ
じ
）
の
年

で
あ
り
ま
す
。「
乙
」
は
い
か
な
る
外
力
に
も

屈
せ
ず
、
弾
力
的
に
雄
々
し
く
や
っ
て
い
く
こ

と
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、「
未
」は「
不

昧
」
す
な
わ
ち
生
々
た
る
生
命
を
進
展
さ
せ
、

方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
年
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
①
機
能
評
価3rdG:Ver.1.0

の
取

得
、
②
地
域
医
療
支
援
病
院
資
格
取
得
、
③
病

棟
の
多
機
能
化
、
④
が
ん
診
療
の
充
実
、
⑤
周

産
期
医
療
の
充
実
、
⑥
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（W
LB

）
の
と
れ
た
職
場
を
め
ざ
す
取

り
組
み
、
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
。
①

は
重
大
な
欠
陥
な
く
取
得
で
き
ま
し
た
。
②
は

登
録
医
制
度
の
開
始
や
逆
紹
介
率
50
％
な
ど
多

く
の
収
穫
は
得
た
も
の
の
資
格
取
得
ま
で
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
③
で
は
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

に
よ
り
自
宅
復
帰
を
援
助
す
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
」
の
新
設
や
３
階
の
稼
動
病
床
拡
大
が

実
現
し
ま
し
た
。
④
で
は
多
く
の
分
野
で
の
内

視
鏡
下
手
術
の
導
入
な
ど
の
改
善
、
ま
た
⑤
で

は
小
児
科
救
急
輪
番
日
の
増
加
な
ど
の
進
歩
が

あ
り
ま
し
た
。
⑥
は
職
員
数
の
増
加
や
一
部
処

遇
改
善
が
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
本
年
は
継
続
目
標
と
し
て
、
①
地
域

医
療
支
援
病
院
の
資
格
取
得
、
②
が
ん
診
療
の

充
実
、
③
周
産
期
医
療
の
充
実
、
④W

LB

の

と
れ
た
職
場
を
目
指
す
取
り
組
み
、
を
再
度
掲

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
新
た
に
、
⑤
病

床
の
有
効
利
用
、
⑥
救
急
医
療
・
急
性
期
医
療

の
充
実
、
⑦
接
遇
改
善
、
⑧
第
三
次
経
営
計
画

の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。
⑤
で
は
機
能
分
化
し

た
病
床
に
適
合
し
た
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
、

ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
生
か
す
こ
と
で
す
。
⑥
で

は
本
来
の
中
核
病
院
に
見
合
っ
た
患
者
さ
ん
の

受
け
入
れ
体
制
を
充
実
し
、
医
療
内
容
も
向
上

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
⑦
は
利
用
し
て
頂
く

地
域
住
民
の
皆
様
の
満
足
度
が
向
上
す
る
よ

う
、
接
す
る
態
度
・
言
葉
遣
い
を
職
員
一
同
で

も
う
一
度
見
直
し
て
み
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ

し
て
、
⑧
で
は
２
０
１
６
年
度
よ
り
の
４
年
間

の
医
療
計
画
を
、
そ
し
て
中
長
期
計
画
案
で
は

２
０
２
５
年
頃
の
当
院
の
在
り
方
を
示
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。
ま
さ
に
将
来
性
を
示
す
「
乙
未

の
年
」
の
作
業
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
目
標
の
実
現
に
は
、職
員
一
同
が
「
和
気
藹
々

と
よ
り
良
き
医
療
を
目
指
す
」
意
気
込
み
と

住
民
の
皆
様
の
ご
支
援
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
ま

す
。
皆
様
、
本
年
も
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
年
に
私
は
華
甲
の
歳
を
迎
え
ま

す
が
、
人
生
の
後
半
戦
（
？
）
に
新
た
な
華
を

咲
か
せ
る
べ
く
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
も
ど
う
か
今
年
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
立

て
、
実
り
多
き
１
年
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

年
頭
の
ご
挨
拶

院  

長　

中
井　

一
郎

乙
未
の
年
、
将
来
の
方
向
性
を
示
す
年

　当院は、2007年6月に、がん対策基本法が施行され、京都府がん診療連携病院の指定を受
けております。治療の均点化（全国どこでも同じような治療が受けられる）に伴い当院でも医
師・看護師を始めとする他職種が一丸となって患者さんに満足のいく医療を受けていただくた
めに頑張っております。
　近年は、たくさんの殺細胞抗がん剤や分子標的薬が認可され、治療方法も豊富になり、制吐
剤の開発・在宅での副作用対策（セルフケア）・痛みの軽減が充実してきています。
　当院も2000年頃は、入院中心の治療でしたが、社会情勢に合わせ外来治療に移行し、現在
は、化学療法委員会を設け多職種で話し合いを行っています。また、治療室には化学療法看護
認定看護師が常駐しています。薬剤の調整は薬剤師が行い、治療室では、安全・正確・安楽に
実施しております。
　最近３年間の当院での外来化学療法実績（抗がん剤と生物学的製剤《リウマチ、潰瘍性大腸
炎、クローン病、乾癬など》）は2011年918件、2012年1196件、2013年1444件です。
　新しくできた化学療法室はリクライニングチェア7台（非常に座り心地が良いです）、ベッド
3台、各々テレビが設置され無料で視聴することができます。室内にトイレがあり、車椅子の方
でも使いやすくなりました。内装はピンクを基調に温かい雰囲気に仕上げています。今後も患
者さんに寄り添える看護を目指していきますので、遠慮なく看護師にお声をかけてください。

外来化学療法室が地下に移転しました。

自 己 紹 介
脳神経外科　高道　美智子



防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
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11
月
11
日
、
相
楽
中
部
消
防
本
部
組
合
と

合
同
で
消
防
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
夜
間
京
都
府
南
部
地
域
に
お
い
て

震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
、
８
階
病
棟
特
別

室
台
所
か
ら
出
火
し
た
と
の
想
定
で
、
被
災

状
況
の
把
握
と
暫
定
対
策
本
部
へ
の
報
告
、

消
火
栓
等
を
使
用
し
た
初
期
消
火
、
避
難
誘

導
及
び
消
防
署
へ
の
通
報
訓
練
を
相
楽
中
部

消
防
署
員
立
ち
会
い
の
も
と
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
避
難
中
に
負
傷
し
院
内
に
逃
げ
遅

れ
た
患
者
さ

ん
が
３
名
い

る
と
の
想
定

で
、
相
楽
中

部
消
防
署
救

助
隊
・
梯
子

隊
・
消
防
隊

に
よ
る
救
助

訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

８
階
ベ
ラ
ン

ダ
か
ら
の
救

助
は
実
際
に

梯
子
車
を
使

用
し
、
臨
場

感
あ
ふ
れ
る

訓
練
と
な
り

ま
し
た
。

　

訓
練
終
了

後
、
相
楽
中

部
消
防
署
署
長
に
よ
る
講
評
が
あ
り
、「
自
衛

消
防
隊
を
中
心
に
自
分
達
の
病
院
は
自
分
達

で
守
る
体
制
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
」
と
の

お
話
を
い
た
だ
き
、
災
害
時
い
か
に
対
応
す

べ
き
か
を
検
証
し
、
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て

当
院
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
防
火
へ
の
意
識
を
高
め
、
安
心
・
安

全
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局　

大
西　

勝
也

　

第
14
回
住
民
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
平

成
26
年
11
月
27
日
15

時
よ
り
「
こ
れ
か
ら

の
認
知
症
治
療
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
開
催

し
ま
し
た
。
京
都
府

立
医
科
大
学
医
学
研

究
科
神
経
内
科
水
野

敏
樹
教
授
よ
り
、
ご

講
演
賜
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
概
要
で
す
が
、
認
知
症
の
患
者
さ
ん
に

見
ら
れ
る
症
状
が
ど
の
よ
う
な
記
憶
の
障
害
で
生

じ
る
の
か
を
丁
寧
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

認
知
症
の
原
因
と
な
る
疾
患
の
う
ち
代
表
的
な
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
血
管
性
認
知
症
、
レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
概
要
か
ら
、
具
体
的
な
症

例
の
病
歴
、
検
査
結
果
を
お
示
し
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
治
療
法
と
対
応
す
る
者
の
注
意
点
を

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

後
半
の
質
疑
応
答
は
、
水
野
先
生
の
他
、
森
看

護
師
、
林
臨
床
心
理
士
、
濱
松
精
神
保
健
福
祉
士

よ
り
、
質
問
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
質
問
に
答
え
て

ゆ
く
形
式
を
と
り
ま
し
た
。
認
知
症
の
予
防
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
に
対
し
て
は
、
改
善
す
べ
き
生

活
習
慣
を
改
め
る
こ
と
や
、
適
度
な
運
動
が
良
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
問
題
と
な
る
周
辺
症

状
対
策
と
し
て
は
、
背
景
に
あ
る
患
者
さ
ん
の
動

機
を
推
測
し
つ
つ
、

好
意
的
に
接
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

85
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

神
経
内
科
部
長　
　

岩
本　

一
秀

　平成26年６月18・19日の２日間、日本医療機能評価機構による病院機能評価を受けました。当院は今回で３回目の評価となります。今回のグ
レード３の特徴は病院の診療内容・規模により審査内容が異なること（当院は急性期医療が中心の基幹病院に該当）、書類審査のみならずケアプロ
セス（患者様の診療経路を辿り、診療・ケアの内容を審査する）を重視した審査でありました。その内容項目は、①患者中心の医療の推進、②良質
な医療の実践、③理念達成に向けた組織運営でありました。その結果、S（秀でている）が１項目、A（適切に行われている）が71項目、B（一定の
水準に達している）が14項目、そしてC（一定の水準に達しているとはいえない）は０項目との高い評価を得ることができました。ちなみに、S評
価は栄養管理機能で、高い衛生意識のもとで温度・湿度を細かく管理し、栄養管理も極めて秀でているとのことでした。このような、外部機関の意
見を大いに取り入れ、今後さらに安全で良質な医療が展開できるよう励みたいと考えております。

院長　中井　一郎

病院機能評価（3rdG:Ver.1.0）を取得

消

住 民 フ ォ ー ラ ム



　

１
９
９
０
年
に
わ
が
国
で
１
例
目
の
腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術

が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
20
余
年
の
月
日
が
経
過
し
、
手
術
機
器

や
技
術
の
進
歩
に
よ
り
多
岐
に
渡
り
腹
腔
鏡
手
術
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
大
腸
切
除
術
は
も
と
よ
り
、
胃
切

除
術
も
腹
腔
鏡
で
普
通
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
腹
腔
鏡
手
術
は
傷
が
小
さ
い
こ
と
に
よ
る
整
容
性
や
術
後

疼
痛
の
軽
減
、
早
期
回
復
や
早
期
社
会
復
帰
が
可
能
と
い
っ
た

利
点
に
加
え
、
そ
の
拡
大
視
効
果
に
よ
り
、
よ
り
緻
密
で
正
確

な
手
術
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
開
腹
手
術
と
同
等

か
そ
れ
以
上
の
手
術
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
科
で
も
積

極
的
に
腹
腔
鏡
手
術
を
施
行
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
昨
年
は

消
化
管
の
手
術
の
約
６
割
を
腹
腔
鏡
で
行
う
様
に
な
り
ま
し

た
。
婦
人
科
や
泌
尿
器
科
も
同
様
に
腹
腔
鏡
手
術
を
施
行
し
て

お
り
、
手
術
室
の
腹
腔
鏡
手
術
の
設
備
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
、
平
成
26
年
９
月
に
（
オ
リ
ン
パ
ス
社
製
の
）
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
内
視
鏡
手
術
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
特
徴
は
上
下
左
右
４
方
向
に
湾
曲
す
る
先
端
に
高
性
能
Ｃ
Ｃ

Ｄ
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
ス
コ
ー
プ
に
気
腹
装
置
や
高
精
細
Ｈ
Ｄ

対
応
の
モ
ニ
タ
ー
、
画
像
記
憶
装
置
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
等
を
ひ
と

つ
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
集
約
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、
手
術

室
で
の
利
便
性
を
考
え
た
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
設
計
と
な
っ
て
い

ま
す
。
手
術
器
械
と
の
干
渉
を
さ
け
つ
つ
、
対
象
物
の
正
面
視

像
や
裏
側
の
観
察
が
高
精
細
Ｈ
Ｄ
画
像
で
提
供
さ
れ
、
さ
ら
に

正
確
、
安
全
で
緻
密
な
手
術
の
礎
に
な
り
ま
す
。
従
来
の
シ
ス

テ
ム
に
加
え
今
回
の
シ
ス
テ
ム
を
併
用
し
、
腹
腔
鏡
手
術
の
症

例
を
さ
ら
に
増
や
し
、
皆
様
に
よ
り
良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
今
後
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

消
化
器
外
科
部
長　

糸
川
嘉
樹

　

今
年
の
９
月
に
オ
リ
ン
パ
ス
社
製
ビ
デ
オ
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
し
た
。

　

上
記
シ
ス
テ
ム
は
解
像
度
が
高
く
、
今
ま
で
は
確
認
困
難
で

あ
っ
た
膀
胱
内
の
小
さ
な
病
変
も
検
出
で
き
、
よ
り
確
実
で
安

全
な
内
視
鏡
手
術
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
視
鏡
手
術
の
際
の
還
流
液
と
し
て
生
理
食
塩
水
を

用
い
る
こ
と
が
出
来
る
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
と
電
気
メ
ス
も
導
入

し
、
前
立
腺
肥
大
症
の
内
視
鏡
手
術
の
際
に
問
題
と
な
っ
て
い

た
水
中
毒
と
い
っ
た

合
併
症
を
、
最
大
限

に
減
少
さ
せ
施
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
、

安
全
性
が
高
く
な
り

ま
し
た
。

　

更
に
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
腹
腔
鏡
に
よ
る

手
術
に
も
使
用
で
き
、
腹
腔
鏡
で
の
腎
摘
除
や
副
腎
摘
除
の
手

術
が
今
ま
で
よ
り
更
に
安
全
に
施
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

泌
尿
器
科
部
長　
　

鈴
木　

啓

　

脳
神
経
外
科
手
術
に
は
極

め
て
繊
細
で
正
確
な
手
技
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
術
者
の
技

量
が
必
要
で
あ
る
の
は
論
を

俟
ち
ま
せ
ん
が
、
道
具
も
や

は
り
ま
た
重
要
で
す
。
た
と

え
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
で
も
軽

自
動
車
で
は
F1
レ
ー
ス
を
勝

て
な
い
で
し
ょ
う
。

　

今
年
度
、
脳
神
経
外
科
手

術
用
顕
微
鏡
を
更
新
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ラ
イ
カ
マ

イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
社
製
Ｍ

７
２
０
Ｏ
Ｈ
５
で
す
。
以
前

の
も
の
は 

12
年
間
に
亘
り
使
用
し
て
お
り
、
い
さ
さ
か
古
く
な
っ
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
新
し
い
顕
微
鏡
の
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

ま
ず
は
極
め
て
高
画
質
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
顕
微
鏡
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
脳
深
部
の
病
変
で
も
明
る
く
鮮
明
な
術
野
が
得
ら
れ
、
手
術
を
安
全

確
実
に
遂
行
す
る
こ
と
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
は
脊
椎
脊

髄
外
科
手
術
（
頚
・
腰
な
ど
）
に
も
脳
外
科
手
術
を
応
用
し
た
顕
微
鏡
手
術
を

行
っ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
負
担
の
少
な
い
手
術
で
大
き
な
効
果
を
得
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

次
に
術
中
蛍
光
観
察
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
通
常
光
下
で
は
観
察
で
き
な
い
も

の
を
可
視
化
で
き
る
技
術
で
す
。
こ
れ
に
は
２
種
類
あ
り
、
一
つ
は
術
中
血
管

観
察
で
す
。
従
来
の
顕
微
鏡
で
は
微
細
な
血
管
の
血
流
を
見
る
こ
と
は
不
可
能

で
し
た
。
新
し
い
顕
微
鏡
で
は
こ
れ
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
脳
血
管

外
科
（
脳
動
脈
瘤
手
術
な
ど
）
で
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
術

中
腫
瘍
観
察
で
す
。
あ
る
種
の
脳
腫
瘍
は
見
か
け
上
正
常
脳
と
区
別
が
困
難
で

す
。
術
中
腫
瘍
観
察
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
腫
瘍
を
判
別
で

き
、
正
常
脳
を
傷
つ
け
ず
に
腫
瘍
を
摘
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

他
に
も
操
作
性
な
ど
多
く
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
は
こ
の
手
術
用
顕
微

鏡
を
駆
使
し
、
今
後
も
更
に
手
術
成
績
を
向
上
し
、
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
高

度
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

脳
神
経
外
科
部
長　

岩
本
芳
浩
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脳
神
経
外
科
手
術
用
顕
微
鏡

内
視
鏡
手
術
シ
ス
テ
ム

ビ
デ
オ
シ
ス
テ
ム
導
入
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介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
時
に
、｢

一
体
ど
こ
の
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
だ
ら

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
比
較
が
出
来
れ
ば

い
い
の
に
な
ぁ･･･｣

な
ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
所
を
選
択
す
る
時
に
迷
っ
た
経
験
が

あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
業
所
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
比
較
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
、『
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
』
で
す
。

　
『
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
』
は
、
厚
生
労
働
省
が
全
国
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所･

施
設
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。
介
護
保
険
の
解
説
か
ら
各

事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽
に
情
報
を

入
手
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
１
回
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
所
が
情
報
の
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
比
較

的
新
し
い
情
報
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
も
ち
ろ
ん
「
介

護
老
人
保
健
施
設
や
ま
し
ろ
」
の
情
報
も
検
索
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
ご
見
学
、
ご
相
談
等
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
介
護
職
員
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

介
護
老
人
保
健
施
設
や
ま
し
ろ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
７
４
）
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─
０
３
５
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京都山城総合医療センター　京都府木津川市木津駅前一丁目 27番地　TEL 0774-72-0235（病院代表）　FAX 0774-72-2155　http://www.yamashiro-hp.jp/

待　　遇　　○地方公務員に準ずる
　　　　　　○期末勤勉手当　　　年２回（６月、12月）
　　　　　　○定期昇給　　　　　年１回
看護部もしくは事務局まで

℡0774－72－0235

地域の中核病院で一緒に働きませんか
詳しくはホームページをご覧下さい

http://www.yamashiro-hp.jp/

看
募
護
集
師

お気軽にお電話ください

●Ｈ２７年度新入職者
●中途採用者

看護師再就職支援セミナ―
看護師免許を持ちながら現在働いていな
い「看護師」さん、再就職を考えていて
も実際に働けるかと悩んでいませんか。
京都山城総合医療センターでは、研修を
開催し、現在行っている看護技術や知識
を学んでいただき再就職へのお手伝いを

させていただきます。前回は、電子カルテ・心電図モニター
について研修を開催しました。
今回は、フィジカルアセスメント（呼吸器）についての研修を
予定しております。聴診器をお持ちであれば、ご持参下さい。

日時　平成27年2月12日（木）午後1時～3時30分
場所　京都山城総合医療センター
　　　　　　　　　　　9階「会議室」
申込　平成27年2月10日（火）までに、
　　　看護部（℡72-0235）へ　

無料

京都山城総合医療センター　☎72-0235　URL:http://www.yamashiro-hp.jp/

介
護
老
人
保
健
施
設

や
ま
し
ろ

　

昨
年
お
む
つ
に
関
す
る
研
修
会
に
参
加
し
た
看
護
師
を
中
心
に
排

泄
ケ
ア
委
員
会
を
発
足
し
ま
し
た
。
名
付
け
て
Ｃ
Ｓ
Ｔ
（
コ
ン
チ
ネ

ン
ス
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
で
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｔ
の
目
的
は
、
統
一
し
た
排

泄
ケ
ア
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
考
え
る
排
泄
ケ
ア
を
め
ざ
し
、

患
者
様
に
よ
り
快
適
性
を
高
め
る
こ
と
で
す
。Ｃ
Ｓ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
は
、

看
護
部
の
各
部
署
か
ら
１
～
２
名
を
選
出
し
、
定
期
的
に
会
議
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

か
ら
の
説
明
会
を
聞
き
、
実
技
指

導
を
含
め
た
院
内
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

当
院
で
導
入
し
た
お
む
つ
は
一

枚
使
用
で
、
中
に
パ
ッ
ト
を
使
用

し
な
い
タ
イ
プ
で
す
。
尿
の
吸
収

率
が
よ
く
、
頻
回
に
交
換
す
る
必

要
が
少
な
く
、
夜
間
の
患
者
様
の

安
眠
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

又
、
患
者
様
の
状
態
に
合
わ
せ
た

種
類
や
タ
イ
プ
を
選
び
、
患
者
様
に
適
し
た
お
む
つ
を
選
定
し
、
よ

り
フ
ィ
ッ
ト
感
の
あ
る
も
の
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

当
院
で
統
一
し
た
お
む
つ
を
導
入
す
る
こ
と
で
病
室
内
の
荷
物
を

軽
減
し
、
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
看
護
師
の
お
む
つ
交
換

に
か
か
る
業
務
量
削
減
に
も
繋
が
り
、
御
家
族
の
お
む
つ
購
入
に
対

す
る
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

Ｃ
Ｓ
Ｔ

排
泄
ケ
ア
委
員
会
・
Ｃ
Ｓ
Ｔ


